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(57)【要約】
　３つの構成成分を有する組成物。第１の構成成分は、植物油である。第２の構成成分は
、５～２０個の炭素原子及び２～６つのヒドロキシル基を有する脂肪族四級アンモニウム
塩である。第３の構成成分は、界面活性剤パッケージである。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）植物油と、（ｂ）５～２０個の炭素原子及び２～６つのヒドロキシル基を有する
脂肪族四級アンモニウム塩と、（ｃ）界面活性剤パッケージとを含む、組成物。
【請求項２】
　前記界面活性剤パッケージが、５～１０の重量平均ＨＬＢ値を有する、請求項１に記載
の組成物。
【請求項３】
　前記組成物が、６５～７７重量％の植物油を含む、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記脂肪族四級アンモニウム塩が、５～１６個の炭素原子及び２～４つのヒドロキシル
基を有し、かつ前記脂肪族四級アンモニウム塩が、窒素原子を１個だけ有する飽和脂肪族
化合物である、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物が、０．５～６重量％の前記脂肪族四級アンモニウム塩を含む、請求項４に
記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物が、１５～３０重量％の前記界面活性剤パッケージを含む、請求項４に記載
の組成物。
【請求項７】
　コンディショニングヘアオイルを調製する方法であって、ヘアオイルと、（ａ）５～２
０個の炭素原子及び２～６つのヒドロキシル基を有する脂肪族四級アンモニウム塩、なら
びに（ｂ）界面活性剤パッケージを組み合わせることを含む、方法。
【請求項８】
　前記界面活性剤パッケージが、５～１０の重量平均ＨＬＢ値を有する、請求項７に記載
の方法。
【請求項９】
　前記脂肪族四級アンモニウム塩が、５～１６個の炭素原子及び２～４つのヒドロキシル
基を有し、かつ前記脂肪族四級アンモニウム塩が、窒素原子を１個だけ有する飽和脂肪族
化合物である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記組成物が、６５～７７重量％の植物油と、０．５～６重量％の前記脂肪族四級アン
モニウム塩と、１５～３０重量％の前記界面活性剤パッケージとを含む、請求項９に記載
の方法。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンディショニング剤を含むヘアオイル配合物、及びコンディショニングヘ
アオイルを調製するための方法に関する。
【０００２】
　ヘアオイルトリートメントは、毛髪に栄養及びコンディショニングを提供するが、べと
つき感が後に残り、毛髪内の水分を奪うことなく除去することは難しい。Ｇｌｙｃｅｒｏ
ｌ　Ｑｕａｔ（２，３－ジヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムクロリド）は、米
国特許第７，２８２，４７１号に開示されるように、肌用クリームにおいて保湿剤として
使用されている。しかしながら、先行技術は、ヘアオイル配合物を改善する問題を解決し
ていない。
【０００３】
　本発明によって解決される問題は、改善されたヘアオイル配合物を提供することである
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【発明の概要】
【０００４】
　本発明は、（ａ）植物油と、（ｂ）５～２０個の炭素原子及び２～６つのヒドロキシル
基を有する脂肪族四級アンモニウム塩と、（ｃ）界面活性剤パッケージとを含む組成物を
提供する。
【０００５】
　本発明は、コンディショニングヘアオイルを調製するための方法をさらに対象とする。
本方法は、ヘアオイルと、（ａ）５～２０個の炭素原子及び２～６つのヒドロキシル基を
有する脂肪族四級アンモニウム塩、ならびに（ｂ）界面活性剤パッケージを組み合わせる
ことを含む。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　パーセンテージは重量パーセンテージ（重量％）であり、温度は℃であり、結果は、別
途指定のない限り、室温（２０～２５℃）で得られた。配合された成分と共に記載される
パーセンテージは、水溶液または水分散液の固体パーセントである。組成物中のパーセン
テージは、水及び油を含む組成物全体に基づく。ＨＬＢ値（親水性－親油性バランス）は
、非イオン界面活性剤が親水性または親油性である程度の尺度である。それは、界面活性
剤分子の親水性部分の重量パーセンテージとして表される。
【０００７】
【数１】

【０００８】
　全ての非イオン界面活性剤のＨＬＢ値が、典型的には、製造業者によって実験的手法に
より検証される。本実施例内で使用されるＨＬＢの数字は、ＩＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａｓ　
Ｉｎｃ（参照：“Ｔｈｅ　ＨＬＢ　ＳＹＳＴＥＭ　ａ　ｔｉｍｅ－ｓａｖｉｎｇ　ｇｕｉ
ｄｅ　ｔｏ　ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ，ＩＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａｓ　
Ｉｎｃ．Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄｅｌａｗａｒｅ）により報告されたデータからのもの
である　本発明の目的のため、脂肪族化合物は、芳香環を含有しない化合物であり、すな
わち、それらは直鎖または分岐鎖及び非芳香環を含み得る。アルキル基は、直鎖または分
岐鎖炭化水素基である。
【０００９】
　本発明の組成物は、１つを超える植物油を含有し得る。好ましい植物油は、例えば、ヤ
シ油、ゴマ油、からし油、アルガン油、オリーブ油、アーモンド油、ベニバナ油、及びア
ボカド油、好ましくはヤシ油を含み得る。好ましくは、植物油は、６０～８５重量％、好
ましくは少なくとも６５重量％、好ましくは少なくとも６７重量％、好ましくは少なくと
も６９重量％、好ましくは８０重量％以下、好ましくは７８重量％以下、好ましくは７６
重量％以下、好ましくは７４重量％以下の量で組成物中に存在する。
【００１０】
　好ましくは、脂肪族四級アンモニウム塩は、１８個以下、好ましくは１６個以下、好ま
しくは１４個以下、好ましくは１２個以下、好ましくは１０個以下、好ましくは９個以下
、好ましくは８個以下、好ましくは少なくとも６個の炭素原子を有する。好ましくは、脂
肪族四級アンモニウム塩は、５つ以下、好ましくは４つ以下、好ましくは３つ以下のヒド
ロキシル基を有する。好ましくは、塩中の炭素原子の数とヒドロキシル基の数との比率は
、１．５：１～６：１、好ましくは１．７：１～４．５：１、好ましくは２：１～４：１
、好ましくは２．５：１～３．５：１である。好ましくは、脂肪族四級アンモニウム塩中
の炭素原子は、１つを超えるヒドロキシル基に結合しない。好ましくは、少なくとも１つ
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合する。好ましくは、脂肪族四級アンモニウム塩は、窒素原子を１個だけ有する。好まし
くは、脂肪族四級アンモニウム塩は、非環式化合物である。好ましくは、脂肪族四級アン
モニウム塩は、飽和脂肪族化合物である。好ましくは、脂肪族四級アンモニウム塩は、四
級窒素及びヒドロキシル基以外に非炭化水素置換基を有しない。好ましくは、脂肪族四級
アンモニウム塩は、四級窒素原子に結合した少なくとも１つの２，３－ジヒドロキシプロ
ピル基を有する。脂肪族四級アンモニウム塩の陰イオンは、好ましくはハロゲン化物、好
ましくは塩化物である。脂肪族四級アンモニウム塩及びそれらの調整方法は、例えば、Ｗ
Ｏ２０１２／０５０７６９に開示される。
【００１１】
　好ましい脂肪族四級アンモニウム塩には、例えば、以下が含まれる。
【００１２】
【化１】

【００１３】
　２，３－ジヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムクロリド（Ｇｌｙｃｅｒｏｌ　
Ｑｕａｔ）
【００１４】

【化２】

【００１５】
　２－（２，３－ジヒドロキシプロピルジメチルアンモニウム）－１－ブタノールクロリ
ド
【００１６】
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【００１７】
　３－（２，３ジヒドロキシプロピルジメチルアンモニウム）－４－ヒドロキシオクタン
クロリド
【００１８】
【化４】

【００１９】
　２－（２，３ジヒドロキシプロピルジメチルアンモニウム）－１，３－プロパンジオー
ルクロリド
【００２０】
【化５】

【００２１】
　２－（２，３－ジヒドロキシプロピルジメチルアンモニウム）－２－ヒドロキシメチル
－１，３－プロパンジオールクロリド
【００２２】
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【化６】

【００２３】
　２，３ジヒドロキシプロピル（ジ）ヒドロキシエチルブチルアンモニウムクロリド
【００２４】

【化７】

【００２５】
　２，３ジヒドロキシプロピルジメチルシクロヘキサンメタノールアンモニウムクロリド
【００２６】
　いくつかの場合において、上に示されるもののような四級塩は、通常は構造的に関連し
、かつ同様の性質を有し得る副産物を含む、四級塩の混合物として得られる。この場合、
組成物中の四級塩の量は、副産物を含むがいかなる水も除外して得られる塩の総重量であ
る。
【００２７】
　好ましくは、脂肪族四級アンモニウム塩は、０．５重量％～６重量％、好ましくは少な
くとも０．８重量％、好ましくは少なくとも１重量％、好ましくは少なくとも１．２重量
％から、好ましくは少なくとも１．４重量％、好ましくは少なくとも１．６重量％、好ま
しくは少なくとも１．８重量％、好ましくは５重量％以下、好ましくは４重量％以下、好
ましくは３．５重量％以下、好ましくは３重量％以下の量で組成物中に存在する。パーセ
ンテージは、固形分基準であり、すなわち、塩が含有するいかなる水も除いた塩そのもの
である。
【００２８】
　界面活性剤パッケージは、本組成物に添加される１つ以上の界面活性剤である。好まし
くは、界面活性剤パッケージは、１つを超える界面活性剤を含む。好ましくは、界面活性
剤パッケージは、５～１０、好ましくは少なくとも５．５、好ましくは少なくとも６、好
ましくは少なくとも６．５、好ましくは少なくとも６．７、好ましくは９以下、好ましく
は８以下、好ましくは７．５以下、好ましくは７．３以下の混合ＨＬＢ値を有する。混合
ＨＬＢ値は、界面活性剤の個々のＨＬＢ値の加重平均として、界面活性剤パッケージ中の
それらの重量パーセンテージに基づいて計算される。好ましくは、界面活性剤パッケージ
は、３～６、好ましくは少なくとも３．５、好ましくは少なくとも３．８、好ましくは５
．５以下、好ましくは５以下、好ましくは４．８以下のＨＬＢ値を有する第１の界面活性
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剤（または界面活性剤の組み合わせ）を含む。好ましくは、第１の界面活性剤は、５０～
８５重量％、好ましくは５５～７６重量％、好ましくは６２～７４重量％の量で界面活性
剤パッケージ中に存在する。好ましくは、第１の界面活性剤は、脂肪酸のモノエステル、
ならびに３～４つのヒドロキシル基及び５～６個の炭素原子を有するテトラヒドロフラン
化合物、好ましくはソルビタンである。好ましくは、脂肪酸は、少なくとも１６個の炭素
原子、好ましくは１８個の炭素原子を有する。好ましくは、第１の界面活性剤は、所望の
平均値を達成するために、より高いＨＬＢ値を有する１つ以上の追加の界面活性剤と組み
合わされる。好ましくは、界面活性剤パッケージは、１４～１９、好ましくは１５～１８
のＨＬＢ値を有する第２の界面活性剤（または界面活性剤の組み合わせ）を含む。好まし
くは、第２の界面活性剤は、１０～２５重量％、好ましくは１２～２０重量％、好ましく
は１４～１９重量％の量で界面活性剤パッケージ中に存在する。好ましくは、第２の界面
活性剤は、脂肪酸の単糖類エステルであり、単糖類もまた１２～３０の重合エチレンオキ
シド単位（好ましくは１５～２５）で置換され、好ましくは、該脂肪酸は、８～１６個、
好ましくは１０～１４個の炭素原子を有する。好ましくは、界面活性剤パッケージは、５
～１２、好ましくは６～１１、好ましくは７～１０のＨＬＢ値を有する第３の界面活性剤
（または界面活性剤の組み合わせ）を含む。好ましくは、第３の界面活性剤は、１０～２
５重量％、好ましくは１２～２０重量％、好ましくは１３～１７重量％の量で界面活性剤
パッケージ中に存在する。好ましくは、第３の界面活性剤は、脂肪酸、好ましくは８～１
６個、好ましくは１０～１４個の炭素原子を有する脂肪酸の単糖類エステルである。
【００２９】
　好ましくは、界面活性剤パッケージは、１５～３０重量％、好ましくは少なくとも１７
重量％、好ましくは少なくとも１９重量％、好ましくは少なくとも２０重量％、好ましく
は少なくとも２１重量％、好ましくは２８重量％以下、好ましくは２７重量％以下、好ま
しくは２６重量％以下、好ましくは２５．５重量％以下の量で組成物中に存在する。
【００３０】
　好ましくは、本組成物は、１～１０重量％、好ましくは少なくとも２重量％、好ましく
は少なくとも２．５重量％、好ましくは少なくとも３重量％、好ましくは少なくとも３．
５重量％、好ましくは８重量％以下、好ましくは７重量％以下、好ましくは６重量％以下
、好ましくは５重量％以下の量で水を含む。
【００３１】
　好ましくは、本組成物の成分は、マイクロエマルション、好ましくは油中水（ｗ／ｏ）
マイクロエマルションの形態で、好ましくは１５℃～３５℃の温度で混ぜ合わされる。マ
イクロエマルションは、補助界面活性剤と組み合わされることが多く、かつ通常は１０～
２００ｎｍ、好ましくは２０～１００ｎｍ、好ましくは３０～６０ｎｍの範囲内の液滴直
径を有する、等方性で熱力学的に安定した透明（または半透明）な油、水、及び界面活性
剤の系である。それらは、自然発生的に、またはわずかなエネルギー投入で形成され、故
に調製が簡単である。マイクロエマルションの形成は、工程に左右されることがなく、す
なわち、開始材料の添加の順番、または混合の速度／種類は、マイクロエマルションの調
整に重要ではなく、大規模生産に非常に有利である。
【００３２】
　好ましくは、本組成物は、シリコーンを実質的に含まず、すなわち、本組成物は、５重
量％以下、好ましくは２重量％以下、好ましくは１重量％以下、好ましくは０．５重量％
以下、好ましくは０．２重量％以下、好ましくは０．１重量％以下、好ましくは０．０５
重量％以下のシリコーンを有する。
【００３３】
　好ましくは、本組成物は、３つの主な相を有する。
　ａ．水＋脂肪族四級アンモニウム塩からなる水相
　ｂ．脱水植物油からなる油相
　ｃ．界面活性剤パッケージ
【実施例】
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【００３４】
　界面活性剤系は、ポリオキシエチレンソルビタンモノラウレート（ＴＷＥＥＮ２０）、
ソルビタンモノラウレート（ＳＰＡＮ２０）、及びソルビタンモノオレエート（ＳＰＡＮ
８０）からなる。ＴＷＥＥＮ２０は、親水性であるが、ＳＰＡＮ２０及びＳＰＡＮ８０は
、疎水性である。この三元界面活性剤系は、以下の表に示される割合に基づき、また７の
混合ＨＬＢ値を有する。
【００３５】
［表］

【００３６】
　バージンヤシ油（ＶＣＯ）を、無水硫酸ナトリウムの存在下で濾過紙を用いて濾過して
、脱水ＶＣＯを得、連続相として使用した。
【００３７】
　理論上、マイクロエマルション系は、３つの主な相を有する。
　ａ．水＋親水性活性剤からなる水相、この場合は、５０％Ｇｌｙｃｅｒｏｌ　Ｑｕａｔ
溶液
　ｂ．脱水ＶＣＯからなる油相
　ｃ．三元界面活性剤系
　界面活性剤と水相との比率（重量基準）を４．５：１に固定し、ＶＣＯと水相＋界面活
性剤との比率（重量基準）を２．３：１に固定する。
【００３８】
　以下の表に示されるのは、１％活性Ｇｌｙｃｅｒｏｌ　Ｑｕａｔ系マイクロエマルショ
ンの調製のための代表的な配合である。
【００３９】
［表］

【００４０】
　最終生成物（マイクロエマルション）を、以下の手順に従って調製する。
　１．全ての成分を所要量に測定した。
　２．三元界面活性剤系を、ホットプレート撹拌器上で脱イオン水及びＧｌｙｃｅｒｏｌ
　Ｑｕａｔ（５０％溶液）と混合する。
　３．温度を３８～４０℃に維持しながら、中速で１０分間撹拌する。
　４．結果として生じる混合物を、撹拌を継続しながら、およそ３０～３１℃まで冷却し
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　５．高速で撹拌し、かつ温度を約３０℃に維持しながら、脱水ＶＣＯを滴下する。
　６．透明なマイクロエマルション混合物の存在は、水／界面活性剤／油の最適比を示す
。
【００４１】
　ヤシ油系油中水（ｗ／ｏ）マイクロエマルションを、上記の手順を使用して、２．７５
％及び５％の装填量のＧｌｙｃｅｒｏｌ　Ｑｕａｔを用いて調製した。次いで、試料を、
コンディショニング改善について、バージンヤシヘアオイル（ＶＣＯ）及びブランクのマ
イクロエマルション（すなわち、Ｇｌｙｃｅｒｏｌ　Ｑｕａｔを有しない油中水マイクロ
エマルション）と比較した。
【００４２】
　湿潤コーミング
　本試験は、ＤＩＡＳＴＲＯＮ　ＭＴＴ　１７５毛髪コーミング機で実施する。この機械
は、引張試験機を使用して、製品を用いたトリートメント前後の毛髪房をくしでとかすの
に必要とされる力を測定する。
【００４３】
　未使用の毛髪房は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｈａｉｒ　ｉｍｐｏｒｔｅｒｓ　ａ
ｎｄ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｉｎｃ．（ＮＹ、ＵＳＡ）から入手した。ＤＡＩＳＴＲＯＮ　
ＭＴＴ　１７５毛髪コーミング機で湿潤コーミング抵抗を測定するために、以下の手順を
実施した。
【００４４】
　１．毛髪房を、標準手順を使用して洗浄及び乾燥させた。
　２．長さ２００ｍｍの毛髪房に、０．５ｇｍの本製品を適用し、１分間優しくもんだ。
　３．次いで、処理した房をＭＴＴ　１７５のロードセルに固定し、硬質ゴム製のくしを
引張試験機の可動ブリッジに取り付ける。
　４．この機械で利用可能な５００ｍｍ／分の速度設定で房をコーミングする。
　５．コーミングに対する抵抗を、房の長さに対して毛髪房が経験する重量グラムの変動
として測定する。
【００４５】
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【表１】

【００４６】
　表１に示されるように、５％Ｇｌｙｃｅｒｏｌ　Ｑｕａｔを含有する油中水マイクロエ
マルションは、試験した全ての試料中で最も少ないコーミング抵抗を提供し、対照群（バ
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ージンヤシ油）と比較してピークコーミング力を約７０％減少させる。ブランクのマイク
ロエマルションもまた、コンディショニング効果を提供し、予測された通り、コーミング
抵抗を著しく低下させる（対照群と比較して約５８％）。
【００４７】
　乾燥コーミング
　湿潤コーミング研究からの毛髪試料を、いかなる石鹸またはシャンプーも使用せずに水
道水の流水下で１分間洗浄した。結果として生じる試料は、完全に油を含まず、いかなる
粘着性またはべとつきも有しなかったが、一方、対照試料は、毛髪繊維上に油が残り、触
るとべとついた。次いで、対照見本を市販の２－イン－１シャンプー（コンディショナー
を含有）で洗浄して、油を除去した。次いで、全ての試験試料を、乾燥コーミング試験の
実施前に４時間乾燥させた。
【００４８】
　乾燥コーミング試験を、湿潤コーミングから得た４つの毛髪試料の同じセットに実施し
た。
　ブランクのマイクロエマルション、
　２．７５％Ｇｌｙｃｅｒｏｌ　Ｑｕａｔ（５０％）を有するマイクロエマルション、
　５％Ｇｌｙｃｅｒｏｌ　Ｑｕａｔ（５０％）を有するマイクロエマルション、
　バージンヤシ油ヘアオイルを適用し、２－イン－１シャンプーで洗浄した見本。
【００４９】
【表２】

【００５０】
　ブランクのマイクロエマルションは、主にコンディショニング活性剤、すなわち、Ｇｌ
ｙｃｅｒｏｌ　Ｑｕａｔが存在しないことから、乾燥毛髪にいかなるコンディショニング
も提供しない。Ｇｌｙｃｅｒｏｌ　Ｑｕａｔを含有するマイクロエマルションを適用され
た毛髪試料は、表２のピーク負荷の減少によって実証されるように、陽イオン多価塩の毛
幹への沈着を主な原因とする濃度の上昇に伴って、改善されたコンディショニングを提供
する。５％のＧｌｙｃｅｒｏｌ　Ｑｕａｔマイクロエマルション配合物での毛髪試料のト
リートメントは、市販のシリコーンを含有する２－イン－１シャンプーを用いた洗浄後の
対照（バージンヤシ油）毛髪試料に付与されるほぼ同等の乾燥コンディショニングを達成
する。
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